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25年度 27年度

道路植栽、区画線,駐艇・駐車
場、護岸緑地、中央広場、照明
工事の実施

市町村名 北谷町

事業番号
・事業名

平成２５年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

第３章-３-（２）-ウ
1-⑦ 海業振興事業

事業実施
（予定）年度

H25成果目標（指標）

うち交付金充当額

目　標

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

28年度

観光客の受入体制の整備

予
算
の
状
況

Ⅲ-１-（１）

(a)当初予算額

26年度

111,000

199,115

179,900

平成25～平成26年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

－

建設経済部　農林水産課 沖縄振興基本方針
該当箇所

－

(b)予算現額

事業内容

観光客誘客を図る施設整備の一環としてフィッシャリーナ地区へアプローチする道路の付帯施設整備（舗装工、照明工、植栽工、サイン工事
等）、景観性・利便性向上を目的とした施設整備（護岸緑地工事、中央広場工事、護岸緑地・中央広場照明工事）及びマリン事業関連施設整備
（駐車場・駐艇場等）を実施する。

実施方法

26年度 27年度　25年度 25年度(繰越)

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

成果目標
（指標）

及び進捗状況

基準値
（　年度）

活動目標
（指標）

及び達成状況

平成25年度に区画線工を実施し、平成26年度に道路の植栽、駐艇場・駐車場の設置、護岸緑地工事、中央広場工事及び照明工事を実
施した。

H25活動目標（指標）

①道路の植栽、区画線工
②駐艇場、駐車場の設置
③護岸緑地工事
④中央広場工事
⑤護岸緑地・中央広場照明工事

進
捗
状
況
説
明

26年度

実　績

達
成
状
況
説
明

植栽0本、区画線
1250m駐艇場20隻、駐
車場48台、緑地2,270
㎡、広場1,824㎡、照明
22本

実　績

27年度

植栽75本、区画
線1250m、駐艇
場20隻、駐車場
48台、緑地2,270
㎡、広場1,824
㎡、照明設置

目　標

① 区画線1250ｍについては、平成25年11月で整備が完了し、平成26年7月から供用が開始されている。
② 駐艇場整備20隻、駐車場整備48台については、平成26年12月で整備が完了し、平成26年12月から供用が開始されている。
③ 緑地面積2,270㎡については、平成26年7月で整備が完了し、平成26年7月から供用が開始されている。
④ 広場面積1,824㎡については、平成26年7月で整備が完了し、平成26年7月から供用が開始されている。
⑤ 上記③及び④の照明工事については、平成26年7月で整備が完了し、平成26年7月から供用が開始されている。

B．執行済額

199,115 179,900

－88,115

(d)繰越額 0

0

19,215

179,900

15,372 115,138

次年度繰越額

①植栽本数：75本、路線延長：1,250ｍ
②駐艇場整備：20隻　駐車場整備：48台
　 オーナ艇38隻(有料)の誘致
③緑地面積：2,270㎡
④広場面積：1,824㎡
⑤③及び④の照明工事完了

執行率（％）(B/A) 9.7% 83.7%

実　績

道路植栽、区画線,駐
艇・駐車場、護岸緑
地、中央広場、照明工
事の実施

25年度

150,516

28年度

達成状況

増減額88,115千円の内訳は次とおりである。
第2回変更：護岸緑地工事、中央広場工事及び護岸緑地・中央広場照明工事を124,800千円増額した。
第3回変更：浜川漁港船舶保管場設計業務を9,000千円減額した。
第4回変更：駐艇・駐車場工事を10,100千円減額、道路区画線工事を785千円減額、護岸緑地工事を290千円増額、中央
広場工事を4,990千円減額、護岸緑地・中央広場照明工事を12,100千円減額となり、合計27,685千円減額した。
隣接民有地との調整のため実施設計業務に不測の日数を要したため工事費にかかる179,900千円を26年度に繰越し
た。

目標値
（　年度）



39,221

○契約締結については、全て実績等を勘案の上指名された
事業者による競争入札により執行されており、妥当であった
と考えている。
△予算執行率85％であったものの繰越額179,900千円が生
じた。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

評価に関する説明

169,731

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

○

△

－

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

総事業
費

169,731 130,510

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

観光客誘客を図る施設整備の一環としてフィッシャリーナ地区へアプローチ
する道路の付帯施設整備、景観性・利便性向上を目的とした施設整備及び
マリン事業関連施設整備を実施した。

隣接民有地との調整のため実施設計に不測の日数を要したために工事費に
かかる179,900千円を26年度に繰越して事業を実施した。

施設完成により観光客誘致を図る基盤が確保されたことから、今後この施設
の活用に向け、観光客の誘致に向けた取り組み及び企業誘致に力を入れる
必要がある。

当初計画より工期が大幅に遅れてしまったが、今後、事業実施に際しては事
業関係者とこれまで以上に緊密に意思疎通を図るとともに、不測の事故が
発生しても契約期間の延長がないよう余裕を持った後期設定を行いたい。

今後の取り組み方針

平成26年7月、12月と順次供用開始しており、平成26年7月に大型リゾートホテルの開業、同年12月にホエールウォッチング等のマリンレジャー開業があった。ま
た、平成27年度中にウェディング、リゾートショッピング及びレストラン等の開業見込み。今後は、地区内事業者と連携しながら観光客の誘致に努め、水産業と観
光・リゾート産業等の融合した海業振興事業を推進していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

北谷町

169,731千円

工事請負費

169,731千円

旭建設（株）
61,560千円

（有）ソセイ工発
19,215千円

（有）渡久地組
43,708千円

(有)創永電気工業
24,209千円

崎原土建（株）
21,039千円

フィッシャリーナ地区区画線設置工事

フィッシャリーナ地区護岸緑地工事（照

明）

フィッシャリーナ地区中央広場工事

フィッシャリーナ地区護岸緑地工事（土

木）

フィッシャリーナ地区駐艇場・駐車場工事


